
白
糠
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
参
加

等
の
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
木
工
教
室
の
開

結
束
バ
ン
ド
で
支
柱
に
固
定
し
ま
す
。

始
で
す
。

９
月

日
、

日
の
両
日
、
白
糠
駅
近
く
の
南

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
バ
ラ
ン
ス

13

14

通
り
商
店
街
（
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
を
歩
行
者
天

を
考
え
材
料
を
選
び
、
刃
物
を
使
い
部
品
の
形
を

国
に
し
て
、
「
第

回
カ
ミ
ン
グ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

整
え
、
木
の
実
を
可
愛
い
動
物
の
姿
に
加
工
す
る

22

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

等
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

会
場
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
露
店
や
フ

た
。

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
約

店
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
、
家
族
連
れ
、
友
達
同
士
等
、
多
く
の

60

当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
日
目
の

日
（
日
）
に
参

人
に
木
工
工
作
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

14

加
、
写
真
立
て
や
ウ
ェ
ル
カ
ム
ホ
ー
ド
を
作
る
木

ま
し
た
。

工
教
室
で
露
店
の
仲
間
入
り
で
す
。

今
回
、
工
作
の
材
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
開
催

ミ
ズ
ナ
ラ
の
ド
ン
グ
リ
と
殻
斗
（
ぼ
う
し
と
呼
ば

れ
て
い
る
部
分
）
、
ク
ル
ミ
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ア
カ

９
月

日
（
水
）
、
標
茶
町
雷
別
地
区
国
有
林

24

エ
ゾ
マ
ツ
の
ま
つ
ぼ
っ
く
り
等
。
こ
れ
ら
国
有
林

の
森
づ
く
り
活
動
（
自
然
再
生
活
動
）
を
行
う
ボ

で
採
取
し
た
材
料
を
使
い
、
ベ
ー
ス
と
な
る
ト
ド

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
が

マ
ツ
の
板
に
貼
り
付
け
、
木
工
工
作
を
楽
し
ん
で

第
３
回
目
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

も
ら
う
も
の
。

今
回
の
活
動
は
、
天
然
の
稚
樹
や
植
栽
し
た
苗

テ
ン
ト
に
訪
れ
た
お
客
さ
ん
と

木
を
エ
ゾ
シ
カ
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
防
鹿
柵
の

「
工
作
し
た
い
の
で
す
が
？
」

設
置
で
す
。

「
写
真
立
て
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ホ
ー
ド
ど
ち
ら
に
し

当
セ
ン
タ
ー
が
シ
カ
対
策
で
柵
を
設
置
と
い
う

ま
す
か
。」

と
、
作
業
地
周
辺
か
ら
刺
の
あ
る
タ
ラ
ノ
キ
や
ハ

「
参
加
し
た
い
の
で
す
が
、
お
金
は
？
」

リ
ギ
リ
を
集
め
て
、
鹿
砦
を
構
築
す
る
の
で
は
？

「
お
代
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
楽
し
ん
で
い
っ
て
く

と
想
像
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

だ
さ
い
。」

が
、
戦
国
時
代
で
は
な
く
平
成
の
世
、
や
っ
て
く

る
の
も
甲
冑
姿
の
騎
馬
武
将
で
は
な
く
エ
ゾ
シ
カ

な
の
で
、
簡
易
に
設
置
で
き
る
鹿
侵
入
防
止
柵
の

資
材
を
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
活
動
に
間
に
合
う
よ

う
に
購
入
し
ま
し
た
。

設
置
す
る
長
さ
は
約
百
ｍ
、
作
業
手
順
は
、
設

置
個
所
の
刈
り
払
い
を
行
い
。

①
「
杭
打
ち
」
長
さ
約
１
ｍ
の
支
柱
用
杭
（
角

パ
イ
プ
）
を
打
ち
込
み
ま
す
。

②
「
ポ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
装
着
」
ロ
ー
プ
を
固

定
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ッ
プ
を

支
柱
に
装
着
す
る
。

③
「
支
柱
の
設
置
」
②
で
ポ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

装
着
し
た
長
さ

ｍ
の
支
柱
（
丸
パ
イ
プ
）

1.8

を
、
①
で
打
ち
込
ん
だ
杭
に
被
せ
る
。

④
「
ネ
ッ
ト
張
り
」
ネ
ッ
ト
の
上
側
に
あ
る
ロ

ー
プ
を
支
柱
上
部
の
ポ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
に
固

定
し
て
、
ネ
ッ
ト
を
展
開
し
て
い
き
、
こ
の

作
業
を
支
柱
ご
と
に
繰
り
返
し
、
ネ
ッ
ト
は

カタヌキ？ 木工教室です。

⑤控えロープの設置 ③支柱を杭に被せます ①杭打ち

②黒い部分がポールキャップ④ネットを張ります倒木除去のようす
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⑤
「
控
え
ロ
ー
プ
の
設
置
」
支
柱
を
安
定
さ
せ

材
料
と
し
て
用
意
し
た
の
は
、
国
有
林
産
の
ド

カ
ラ
マ
ツ
林
で

る
た
め
、
要
所
要
所
で
控
え
ロ
ー
プ
を
設
置

ン
グ
リ
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
枝
等
、
唯
一
の
例
外

し
ま
す
。

は
海
岸
で
拾
っ
た
流
木
。

秋
の
カ
ラ
マ
ツ
林
と
い
え
ぱ
、
こ
れ
「
ハ
ナ
イ

⑥
「
ネ
ッ
ト
の
固
定
」
ネ
ッ
ト
を
固
定
す
る
た

参
加
者
の
な
か
に
は
、
材
料
と
な
る
木
の
実
を

グ
チ
」
、
ラ
ク
ヨ
ウ
の
名
で
親
し
ま
れ
、
ぬ
め
り

め
、
ネ
ッ
ト
下
側
の
ロ
ー
プ
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

準
備
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
り
、
意
気
込
み
を
感
じ

が
強
く
食
用
と
し
て
人
気
の
あ
る
キ
ノ
コ
。

ク
製
の
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
込
み
固
定
し
ま

ま
す
。

す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
手
際
よ
く
作
業
を

と
今
回
は
、
こ
こ
ま
で
行
い
ま
し
た
。

進
め
る
方
が
多
く
、
複
数
の
作
品
を
完
成
さ
れ
る

簡
単
な
作
業
の
よ
う
で
す
が
、
設
置
し
た
箇
所
に

人
も
。

は
倒
木
等
の
障
害
物
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
去
す

森
林
か
ら
採
取
し
た
材
料
も
、
皆
さ
ん
の
ア
イ

る
の
に
悪
戦
苦
闘
、人
海
戦
術
で
対
応
し
ま
し
た
。

デ
ィ
ア
で
、
動
物
や
昆
虫
等
に
大
変
身
、
個
性
的

次
回
の
活
動
は
、

月
８
日
、
ス
カ
ー
ト
ネ
ッ

な
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
が
楽

10

ト
等
を
設
置
し
て
、
鹿
侵
入
防
止
柵
は
完
成
の
予

し
み
で
す
ね
。

定
で
す
。

茶
路
小
中
学
校
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室

９
月

日
（
金
）
、
白
糠
町
茶
路
小
中
学
校
で

26

木
工
ク
ラ
フ
ト
工
作
教
室
が
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ

ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
工
作
教
室
は
、
後
日
学
校
で
行
わ
れ
る
文

月
の
予
定

10

化
祭
で
展
示
す
る
作
品
を
制
作
す
る
た
め
開
か
れ

た
も
の
。

＊

月
８
日
（
水
）

10

工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、
家
族
連
れ
、

第
４
回
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

先
生
等
約

名
の
皆
さ
ん
。

30

＊

月
９
日
（
木
）

10
第
１
回
森
林
利
用
サ
ポ
ー
ト
事
業

＊

月

日
（
土
）

10

18
道
民
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い

＊

月

日
（
火
）

10

21
第

回
釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

20

＊

月

日
（
金
）

10

24
中
茶
安
別
小
中
学
校

秋
の
学
校
林
活
動

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
が
茶
路
小
中
学
校
に
お
邪

魔
す
る
の
は
今
回
初
め
て
、
茶
路
地
区
に
お
住
ま

＊

月

日
（
土
）
～

日
（
日
）

10

25

26

い
の
方
か
ら
、
声
が
掛
か
り
学
校
と
打
ち
合
わ
せ

く
し
ろ
「
木
づ
な
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2014

を
行
い
開
催
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
よ
う
に
、
森
林

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供
を
行
っ

教
室
等
の
学
校
行
事
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す

て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
随
時
更
新

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

完成した作品（力作ぞろい）

会場は大勢の参加者でにぎやか

ハナイグチ（ラクヨウ）見つけた
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